



























































第二時には、箪 (3面）とタブレットのバーチャル拳アプリ『iKotoHD』 （販売元： GClue)を使っ
た《さくらさくら》を演奏した。
第三時では、これまでの学びを生かして都節音階を使った「和のよさをつたえる」音楽を 2人組で
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図3: 題材の学習を終えて
3. 共同研究のまとめ
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図4:日本の音楽に対するイメージ
や思いの変容について
2019年度の共同研究では、小学校での研究授業、研究協議を通して、竿を使った音楽づくりを学
んでいる子供たちに、箔の音楽文化そのものに触れ、体験してもらうことで学習が深まっていくと
考え、共同で新しく 1時間の授業を設定し試みることができた。
授業までの準備時間が短かったため授業の流れなど反省点はあったものの、演奏家の凛とした仲
まいや演奏の気迫に子供たちの心は惹きつけられおり、上述したように箪に対する興味関心と理解
を深めることができていた。
次回、箪を使った音楽づくりをする際には、箪の音楽文化を知る授業を飢半に設定し、箪の構造
や奏法、音楽の魅力を知った上で、後半に第を使った音楽づくりを設定するとより自然な流れで子
供たちが学んでいけるのではないかという意見も出された。
今年度の連携事業では、小学校での教科横断的カリキュラムの研究のもと音楽科としては外国語
活動、社会科、総合的な学習の時間との関連を図り、人的交流では附属小学校音楽科教員と音楽科
教育の大学教員だけでなく、学級担任また地域の演奏家との連携も函ることもでき、実り多いもの
となった。
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